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肝臓の働き 
 
 肝臓は人間の生命の維持に必要不可欠な、大変重要な臓器です。右上腹部に位置し、重さは体重の約５０分

の１を占めます。体重５０㎏の人であれば肝臓は１㎏、体重６０㎏の人であれば肝臓は１.２㎏の重さがあります。
肝臓は主に次の３つの働きをしています。 
① 代謝 
炭水化物・脂肪・たんぱく質などの栄養素はそのままでは体内で利用できないため、肝臓で使いやすい形

に作り変えます。 
② 解毒・排泄 
アルコール、薬の成分、体内の老廃物などを分解して無毒化します。 

③ 胆汁の分泌 
脂肪の消化に必要な胆汁の生成・分泌を行います。 

 

肝臓の病気 
 

 このように多くの役割があるため、肝臓が傷害されると体に大きな影響が出てしまいます。それではなぜ肝臓

の病気になるのでしょうか。 
 肝炎ウイルス、飲酒・過食、薬剤、自己免疫性疾患など様々な原因がありますが、特に「肝炎ウイルス」は大

きな原因となっています。 



急性肝炎 
 
 ウイルス感染後などに急激な炎症が起こった状態を急性肝炎といいます。急性肝炎を起こすと一気に肝細胞が

壊されてしまいます。その結果、発熱や黄疸、だるさや吐き気、食欲不振などの症状が現れますが、多くの場合

は治癒します。 
 
慢性肝炎 
 

 肝細胞での軽い炎症が６ヶ月以上続いている状態を、慢性肝炎といいます。慢性肝炎はほとんど自覚症状のな

いまま少しずつ進行します。慢性肝炎で多いのは、肝炎ウイルスに感染して起こるウイルス性肝炎です。肝炎を

起こす肝炎ウイルスはＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ型の５種類があります。そのうちＢ型肝炎ウイルスとＣ型肝炎ウイル

スが慢性肝炎の大きな原因になります。また、ウイルス性肝炎のほかに、自己免疫性肝炎や脂肪性肝炎などがあ

ります。 
 
肝硬変 
 

 切り傷などが治るとき、ひきつれのような瘢痕（はんこん）ができます。これと同様に、炎症で傷ついた肝細

胞が修復を繰り返しているうちに、ひきつれのような組織が蓄積されていきます。これを線維化といいます。そ

れに伴い、本来は柔らかい肝臓がだんだん固く、萎縮してきます。その結果、肝細胞の数が減り、機能も低下し

ます。この状態が肝硬変です。肝硬変になっても残った細胞で必要な機能はまかなえるため、初期には自覚症状

はありません。しかし、進行すると肝臓の機能が極度に低下し、食道・胃静脈瘤、腹水、肝性脳症などの合併症

が現れます。肝硬変の合併症は命に関わるようなものが多いため、定期的な検査が欠かせません。 
 
肝がん 
 

 慢性肝炎や肝硬変があると、肝がんを発症するリスクが高くなります。しかし、肝がんもまた、発症しても自

覚症状はほとんどありません。肝炎にも肝硬変にも気付かないまま過ごし、症状が出て肝がんが発見されたとき

には既に末期に進んでいることがよくあります。症状のない初期のうちに発見するには、超音波検査やＣＴ検査

などの画像検査を受けるしかありません。 
 
 

肝臓の検査 
 

 肝臓に異常が起きていても、自覚症状で気付くことは困難です。しかし、血液検査で肝機能の異常をチェック

できます。職場や自治体の一般的な健康診断、人間ドックや献血時の血液検査には必ず肝機能関連の検査項目が

入っています。しかし、異常を指摘されているにも関わらず放置している人が少なくありません。異常値があれ

ば「病気である」と考え、必ず医療機関を受診しましょう。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ型肝炎ウイルス 
 

 Ｃ型慢性肝炎は、Ｃ型肝炎ウイルス（hepatitis C virus : HCV）が肝臓に感染し続けて、炎症を起こす疾患で
す。かつては輸血などによる感染が中心でしたが、現在は厳重な対策が施されており、輸血による新たな感染は

極めて少なくなりました。最近の感染経路は、違法薬物の注射や、刺青、ピアスなどです。 
 体内に侵入したＣ型肝炎ウイルスは、肝臓の細胞に入り込み、急性肝炎を起こします。黄疸が出ることもあり

ますが、無症状のこともあり、異常に気が付かないことも少なくありません。その後、約３割の方は免疫の力で

自然にウイルスが消えますが、残る７割の方は肝臓にウイルスが残り、炎症が続く慢性肝炎へと移行していきま

す。慢性肝炎では炎症による肝細胞の破壊とそれに続く肝臓の再生により線維化が起こり、肝硬変へと進みます。

ただし、Ｃ型肝炎ウイルスの感染から肝がんへの発症までには何十年もの長い歳月がかかります。進行の早さに

大きく関わるのが脂肪肝や糖尿病などの生活習慣病です。また、飲酒習慣も進行を早めてしまう大きな要因です。 
 Ｃ型肝炎ウイルスを排除すると、肝細胞がんになる確率が抑えられます。Ｃ型肝炎の治療は従来、注射薬のイ

ンターフェロンが中心でしたが、ウイルスが消えない人、副作用のために治療を断念する人も多いのが実情でし

た。しかし、５年ほど前からインターフェロンを使わずに、飲み薬だけで治療できるようになりました。インタ

ーフェロンに比べて、治療期間も６～１２ヶ月から３ヶ月に短縮され、治療効果も９割以上に向上しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最後に 
 

 今回は、Ｃ型慢性肝炎を中心に説明させていただきました。Ｃ型慢性肝炎に限らず、肝炎の治療はかかりつけ

医と肝炎治療の専門医が連携して進めます。しっかり検診などで肝機能をチェックし、異常を指摘されたらかか

りつけ医に相談しましょう。必要時には、お住まいの地域の専門医を紹介してもらうことができます。 


